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座談会 【産大OBからの提言】シリーズ第1回
今、大阪産業大学と後輩学生たちに望むこと
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■社会から求められる学生像とは？

――お集まりいただいた卒業生の皆さんは、長年、実社会の第

一線で活躍してこられました。その経験を踏まえて、就職難と

いわれる現在、社会からどのような人材が求められているのか、

お話いただけますでしょうか？

大森　私たちが学生の頃とは、社会

的な状況が大きく変わっています。

当時の「土木工学科」が、今は「都市創

造工学科」と改称されたように、創造

的な考え方を持って仕事をすること

が求められているのではないでしょ

うか。与えられた課題をこなすだけ

でなく、もっと個性を発揮し、自己発信することが重要だと思

います。

矢追　若い人たちに言いたいのは、現場
に出た時、たとえ知らないことに出会っ

ても何くそという気持ちで仕事を覚えて

いく根性を持ってほしい。今やどの企業

も実践的な人材を求めていますから、ど

んな事が起こっても対応できる判断力を

普段から身につけておくことが大切だと

思います。

大前　私たちが就職した頃は、国土創世期で、仕事がたくさんあっ

た時代です。そういうなかで社会に出て、怒鳴られて、体に染み

つかせて覚えていかないと生きていけなかった世界でした。今は

社会的に成熟し、特別な生活を望まなければ、そこそこの生活が

できる時代です。矢追さんが言われたように、やはり実践に応え

られる、食らいつきの良い学生の育成をぜひお願いしたい。私が

いた間組では、ここ5年間で母校の卒業生を4人迎えましたが、み

新企画

【出席者】（敬称略）
元教員　
　芹生正己　平成11年に定年退職。その後、8年間、客員講師。
　荻野正嗣　平成22年に定年退職。その後、1年間、客員教授。
第1期生（S45土木）
　荻野正文　卒業後、清田軌道工業株式会社に入社し、現在に至る。
　大森吉男　卒業後、門真市役所に入所し、平成20年に定年退職。現在は非常勤で民間の舗装会社に在籍。
　矢追義雅　卒業後、大和団地株式会社（現・大和ハウス工業株式会社）に入社。平成20年に定年退職。
第2期生（S46土木）
　大前延夫　卒業後、株式会社間組に入社し、平成22年定年退職。現在は株式会社関電パワーテック勤務。
　柴原延行　卒業後、草津市役所に入所。定年後1年間、嘱託職員として勤務。
第3期生（S47土木）
　福永信幸　卒業後、姫路市役所に入所。平成23年3月に退職。現在は姫路市の再任用職員として勤務。
　能勢一則　卒業後、建築設計事務所に就職。その後、造園会社に約10年勤めた後、現在は造園・土木・建築業を自営。

厳しい状況だからこそ
先輩・後輩の絆を深めよう！
　長引く不況による就職難や少子化による受験者数の減少など、大学を取り巻く状況はますます厳しさをまして
います。そうしたなか、大阪産業大学校友会として、大学や後輩学生たちのために何かできることはないかと
の思いから、まずは、社会と大学・学生の橋渡しとなるよう、実社会の各分野で活躍されている卒業生の方か
らご意見を伺おう、との主旨でこのシリーズを企画しました。
　シリーズ第1回は、工学部・土木工学科（現・都市創造工学科）の卒業生7名と元教員2名の皆さんにお集ま
りいただき、企業や行政の第一線で活躍した経験から、大学に望むこと、後輩の現役学生へのアドバイスや激
励など、ご意見ご提言を伺いました。
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な非常に評判が良いようです。だから、その人の持っているもの

をうまくマッチングさせながら指導すれば、社会で活躍できる人

材を輩出できると思います。

荻野（正文）　私自身、何か志を持って会
社に入ったかと言えば、けっしてそんな

ことはありませんでした。しかし、入っ

た会社で自分自身がその中でどのような

役割をしていくかを探しながら勤めてき

た。長く勤めて、自分自身の役割を見つ

け出すということをやってきたつもりで

す。最近は、志を持って入ることもなければ、入っても自分に合

わなかったらすぐ辞めてしまう。働くなかで、自分のポジション

なり役割を見つけることを考えて欲しい。

柴原　就職難ということで言えば、名前の売れている会社には集

まるが、小さな会社にはなかなか集まらない。草津市も私が入っ

た頃は人口5万人の小さな市で、大阪産業大学に学生を送ってほ

しいと言ったこともありますが、試験すら受けに来ない。もっと

視野を広げる必要があるのではないでしょうか。

芹生　大学に土木工学科ができた当初は測量実習や実験実習に重

点を置いて指導していました。教室での勉強なら時間がきたら終

わりですが、実務ですから終わるまで帰れず、夜中まで実習した

ことも多かった。現在はコンピュータで全て計算しますので、測

量方法も全く違ってきています。そういうことから考えると、こ

れからの学生は一つの芯を持って、進んでいく方向性をきちんと

わきまえた学生を育ていく必要があるのではないでしょうか。最

近は技術面でもスピード化が図られていますから、それに乗り遅

れない学生を育てていただきたいですね。

■大学時代に何を身につけておくべきか

能勢　私の場合、土木工学を学びながら、

途中で建築がいいということで建築関係

に就職しましたが、その後、造園に移り

独立しました。今は、造園、土木、建築

の3分野とも、営業しているのですが、

大学で学んできたこと全てが基本として

活かされたと思っています。振り返って

みると、土木工学科の見学会で実際に現場を見たり、四条畷カン

トリー倶楽部の測量をさせていただくなど、実践的なことがとて

も役に立ちました。だから、教科書だけでなく現場を経験させる

など、多角的に学生を指導していただきたいと思います。

大森　四条畷カントリー倶楽部での測量実習は、レベルを取って、

等高線を引いて…　と、チームを組んで四苦八苦しながら夜遅く

までやりました。おかげでチームの絆ができましたし、4年の卒

研のころにはソフトボールの試合をしたりと、厳しい半面、楽し

かったですね。

芹生　四条畷カントリー倶楽部の測量

は、大学のゴルフ部から話があって、お

金は要りませんが自動車で送り迎えする

ことを条件に引き受けました。そこに学

生を放り込んでおきますと帰れない。そ

れが私らの狙いでした（笑）。ところが、

第1期生の図面を土木研究会のメンバー

を連れて行って測ってみると、かなり違っているんです。やはり

目が届いていなかった。それで2回目の測量をして提出したとい

う事情がありました。だから、1期生は良い目をして、2期生以下

はしんどい目をしたという経緯があります。
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福永　これは私自身の失敗談を通しての
学生に対する思いですが、学生時代から

勉強する癖を付けてほしい。私はあまり

勉強しなかったため、社会に出てから毎

日が勉強で辛い思いをしました。公務員

の場合は主任試験に通らないと次のス

テップに上がれず、私も試験の1年前から

1日3時間ぐらいの睡眠で勉強して何とか通りました。民間企業で

も行政でも、新卒で入ってきた人がすぐに仕事ができるとは思っ

ていません。専門課程を出ていても、それより、むしろその人の

人間性や将来性をより評価して採用しています。社会人になって

からが勉強期間であり、そのときにきっちり勉強できる癖を学生

時代からつけてほしい。

荻野（正文）　僕らの時代にはいろんな業種にたくさんの仕事があ

り、また求められていました。だけど今の若い人は、行きたくて

も行けないし、行っても仕事がないのが現状です。そんな厳しい

時代ですが、会社に入ったら自分のポジションを自らの力で勝ち

取ってほしい。そのためには、学生時代から会社が求めているも

のを自分から提案するぐらいの気概を持ってほしいですね。

矢追　学生さんに言いたいのは、資格は荷物にならないというこ

とです。私は測量士、一級土木、一級造園、宅建、不動産コンサ

ルタントの資格を持っています。会社に入れば、資格を持ってい

るだけで手当が付きますし、また資格がなければ昇任できない企

業もあります。資格はできるだけ取っておくことをお勧めしたい

ですね。

大森　「技術士」という資格は土木屋の勲章です。都市創造工学科

はせっかくJABEE※の制度に認定されているのだから、しんどい

だろうけど、学生さんに頑張ってもらいたい。

■大学や教員の皆さんへの提言

――今後あるべき大学の方向性や、教員の皆さんへの提言をお聞

かせください。

荻野（正嗣）　私は元教員の立場から、都市創造の教員にお願いし

たい。私が在職していた頃も応用科目が非常に多かった。都市創

造というのは非常に幅広い学問ですから、応用科目が重要である

というのは重々承知しておりますが、やはり土木の基幹科目、基

礎科目を重点的に教育していただければと思います。もう1つは、

今の学生は90分の授業が持たない。そこで、試験的に60分授業

をされたらどうかと思います。文科省のカリキュラムの規定もあ

るので同じ科目を週に2回しなければなりませんが、アメリカで

も多くは週に2回やっています。

福永　私の勤めていた姫路市には4年制大学が2校あり、私の仕事

の関係でもフィールドワークとかインターンシップなどで意見を

求めたりと、地域に密着した活動が盛んでした。大阪産業大学も

地域が何を求めているのか、地域に根差した、地域が求める研究

や人材育成を積極的に図ってほしいと思います。

大前　私たちの学んだころの大阪産業大学の土木は実践技術で、

土質実験とか土木材料実験など実際に物に触れて知識を得る点

で、非常に特徴があったと思います。「ストリート・スマート」と

いう言葉があります。これは現場対応力に優れた人を指す言葉で、

それに対極するのは「ブック・スマート」で、机上主義です。社会

に出て自分を磨く「ストリート・スマート」という言葉を大阪産業

大学の合言葉にしてはどうか。つまり、在野で賢い、社会で活躍

するという観点があってもいいのではないかと思います。

荻野（正嗣）　これはうちの大学だけでは
なく、今の学生全般に言えることですが、

覇気がなく、無気力で、それに自己中心

的な学生が非常に多くなっている。そこ

で大学にお願いしたいのは、できるだけ

多くの同好会やクラブを作っていただ

き、学生は何かのクラブ・同好会に所属

し、協調性やコミュニケーション力を培っていただきたい。授業

を終えた学生がすぐにアルバイトに行くんじゃなく、大学にいる

ような雰囲気を作っていただきたい。私は定年になる7～ 8年前

から心がけていたのは、とにかく昼の時間に7号館の前のベンチ

※ JABEE（ジャビー）とは「日本技術者教育認定機構」のこと。認定プ
ログラム修了者は申請登録により「技術士補」の資格が与えられる。
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に出て、できるだけ学生のなかに入っていって話をすることでし

た。今は、学生から先生のところになかなか行かないのが現状で

す。そのため、教職員の方から出て行って、ざっくばらんに学生

と話をするようにしてはどうでしょう？

能勢　私たちのころは先生が学生の名前を全部覚えていました

が、今の先生はすべての学生まで知っているかどうか。また、そ

ういうコミュニケーションが取られているのか。今は、学生と先

生の間に溝ができているように感じます。それを変えていくこと

も必要だと思います。

芹生　荻野先生が言われたように、学業を修めるだけじゃなく、

ボランティアとかインターンシップといった方面にも学生の意識

を向けることで、学生そのものが自立できるような教育をお願い

したい。もう一つは、校友会が学生の後押しをするような良い方

法を見出して、それを看板にしてほしいですね。

大前　私は現在、大阪産業大学の4回生を
対象に、意思決定とは何かというテーマ

で建設マネジメントの講義をしています。

現場を知らない学生さんに、どうすれば

仕事がうまくできるのかという話をする

ので、何か工夫が必要です。具体的には、

映像、情報などを見せた後短時間で1枚の

記入シートを作成させるのですが、高校の教育から気付きとか、

記述することが求められていないので、最初は全然記述できない。

これはうちの学生だけじゃなく、他の大学でも同じです。だけど、

回数を重ねるとみんな記述できるようになり、やる気になる。こ

れは就職試験に役に立つと、学生にも非常に好評です。このよう

に、教職員側からの工夫も必要だと思います。

■校友会が人と人をつなぐ役割を担う

柴原　私たちの時は先生方が「お前の
成績ならここや」と、配分されて就職

したような気がします。今は自分で

見つけてこなければならない。土木

は親分子分のなかで、諸先輩が「お前

ら来い」と言えるような関係になって

いただきたい。先生方もそういうと

ころで旗振りをしていただければありがたいと思います。

芹生　僕は大学で教える前に民間企業に行っていたときの経験

から、土木科ができた当初も、先輩、後輩をつないでおかない

といけないということで「土木会」をつくりました。それをうま

く活用するように努力してほしい。学校に残っておられる先生

や学生も力を合わせて継続していただきたいと思っています。

荻野（正嗣）　土木とは、ひと言でいいますと「人づくり」だと思

います。多くの方が大学時代に良い友人をつくったので今まで

頑張ってこられたとおっしゃっておられます。私も何か挨拶する

機会があれば、必ず、「私は宝物をたった一つだけ持っている。

それは人だ」といっています。私は学生時代の友人、職場の同僚、

恩師、そしてまた本日ご出席の皆さんなどの卒業生にも大変恵

まれた。そういう意味で、現在の私があるのは、人に恵まれた

お陰だと、いつもそう思っています。在学生の皆さんには、でき

るだけ良き友人をたくさんつくっていただきたいと思いますね。

――本日は貴重なお話をたくさんいただき、どうもありがとう

ございました。
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座談会をおえて
　平成23年度より進めてまいりました、「大阪産業大学校友会

ホームページ」のリニューアルと充実にともない、平成26年度

より、校友会会報「凡友」は発行を年1回とさせていただきます。

速報性に優れたホームページとは別の観点から内容を充実させ

た編集方針を行う予定です。

　その第一弾として、卒業生、退職された先生方にお集まりい

ただき、大学や在学生に向けたみなさまのお考えを聴く座談会

を企画いたしました。限られた時間の中ではありましたが、多

くのお考えを聴かせていただきました。掲載されたご発言は、

座談会のなかのすべてではありませんが、それらのご意見と共

に、これからの校友会活動の参考とさせて頂きたいと思います。

同封しましたアンケートに、今回の座談会企画に対する感想、

ご意見など校友会員の皆様の声を聴かせていただければ幸いで

す。次回以降の企画に反映させていきたいと考えております。

（編集部）

　平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」、8月に発生した「台風12号」で被災された校友会員
への義援金募金に対しまして、多数の心温まる義援金をいただき心より御礼を申し上げます。
　平成24年2月20日現在の募金総額は1,138,436円で、東日本大震災で被災された校友会員12名なら
びに台風12号で被災された3名に給付をさせていただきました。詳細については次号（83号）で報告
いたします。

　地域限定の代議員候補者欠員補充の受付が平成23年8月1日（月）～ 11月20日（日）間おこなわれ、第7回幹事

会（平成23年12月10日（土））において次の3名の方が代議員として承認されました。任期は、平成23年12月10

日～平成26年3月31日。

　選出されましたみなさまには校友会発展のため、ご尽力をお願いいたします。

余　西　孝　之 氏（S44交機） 富山県

細　井　己喜男 氏（S56交機） 広島県

竹　内　真　道 氏（H７土木） 広島県

東北大震災および台風12号による東北大震災および台風12号による
義援金募金の中間報告義援金募金の中間報告

代議員欠員補充の報告

お知らせお知らせ
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校 友 の
校　友
ぷらざ 活 躍 ぶ り 拝 見

　初代は石丸支部長が二期６年間活躍されて、平成15年に２代目
支部長を引継いで三期９年間京都府支部を北部地区舞鶴市から南
部精華町まで支部役員・会員相互の親睦に努力されてきました。
今年９月の総会で白藤支部長にバトンタッチしました。
　また、ボランティアでは京都市洛北土地改良区理事長として、
区画整理･水のスムーズな流れ・農地に草をはやさない取り組み・
ため池の管理等の活動の他、地元小学校で子供たちに野菜作りを
教え、野菜料理は料理店の板前が教えているとのことです。
　西村さんは本学の前身大阪交通短大を受験するについては「京
都市交通局バス事業部の就職には２級自動車整備士が必要であっ
たため、昭和38年立命館高校から交通短大に入学、40年卒業と
同時に市の交通局に就職しました」。
　交通局に勤務する傍ら洛北で昔から農業を営む両親の手伝いで
農作業に従事しました。「職場と家業（農作業）の両立は無理して
やっていたと思う。このことは平成15年３月に37年間勤めた交
通局を定年退職するまで続きましたね」
　自宅はこの地で何代も続く農家で80年前に米穀商の祖父が建て
た木造２階建て、軒下でも商談ができるようにと一間もある大農
家らしい木造建築です。
　野菜は自宅付近の五反強で作り、米は弟さんの奥さんの実家が
ある京北地区に１町五反（借地）の田畑を耕作、今年も30kgの袋
を250個収穫しました。
　この洛北地域は昔から野菜をリヤカーとか大八車で売り歩いて
いたので、色々な種類を少しずつ作っていました。現在は近くの
販売所に持ち込めばお客が自分で選びレジで支払うシステムに

なっているそうです。
　自宅近くにある６棟のビニー
ルハウスで野菜の栽培と稲苗を
作っています。野菜の種類は普
通の大根と丸大根・聖護院大根、
水菜とほうれん草はオーソドッ
クスなものと赤みをおびたサラ

校友会京都府支部・前支部長　

西村　新一 さん（S39交短自）

西村　新一さん

〒603-8005　京都市北区上賀茂前田町 51

安全・安心な野菜作りを
地域のこどもたちに伝えたい。
京都市交通局に勤務しながら、家業の農家を手伝い、交通局を定年退職後は、安全・安心な野菜
を作り続け、近所のこどもたちにも野菜作りを教える西村さん。また、校友会では、長年、京都府
支部長として貢献してこられました。

ダ用の二種類ずつ作
り、１ハウスには80
㎝程度の畝幅で３筋に
これらの野菜を作って
いました。他にはレタス等多種にわたって育てています。
　「野菜は米と違って年に３～４回収穫して市場に出すので回転
も早くて収入も多いが、お米は私程度の田では、農業機械（トラ
クター ･田植え機・コンバイン等）の購入費が約1,000万円になる
のでそれは大変な金額ですよ。もし、米だけで採算が合うように
するなら30～ 40町歩の田畑が必要です、機械の購入費は２倍に
なりますよ」
　ビニールハウス内の野菜を見せてもらっての帰り道、下校途中
の小学生に西村さんが「お帰り」と声をかけたら、小学生から「た
だいま」と返事が返ってきた。まるで、祖父と孫の会話ではない
だろうかと思いました。
　西村さんは「地元の小学生に野菜作りを教えていまして、あの
子達はそこでの生徒たちですよ」と子供たちの後姿をじっと見つ
めていました。
　最後に今国会議論されているTPPについて尋ねると西村さんは
「農協は何が何でも反対して、大規模なデモを実施したが、ただ
反対ばかり言っていても仕方がない。昔から日本の農業技術は優
れているので、外国の作物が輸入されても、安全・安心そして、
おいしい米･野菜を作っているので負けることはないと思ってい
る。また、このような安全・安心な作物なので、もし、外国に輸
出したなら喜んで受け入れられると思っているので、必ずしも反
対ではありません」と力強く答えてくれました。

（編集部　木村　寛）

Information ◎ インフォメーション ◎
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大阪産業大学は新たな知の創造と発信の時代に国際化、情報化、高度知識社会のなかで、
時代に先駆ける「有用な人材」を育成します。

大学の教育方針

大学院の教育方針

大阪産業大学の教育体制

大阪産業大学の教育方針

　大阪産業大学の教育理念は、建学の精神『偉大なる平凡人たれ』を踏まえて、社会人として大切な教養や倫理観を養い、基礎学力の
上に立った幅広い専門知識を修得し、自らが主体性を持って学ぶことによって、感性豊かで問題解決のための応用展開能力を持った実践
的な人材を養成することにあります。
　大阪産業大学大学院の教育理念は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力または高度の専門性を要する
職業等に必要な高度の能力を養うことにより、専門的な業務に従事するために必要な研究能力およびその基礎となる豊かな学識を備えた人
材を養成することにあります。
　さらに、教育理念に基づいて教育方針（3ポリシー）を下記のように定めています。

入学者受入れの方針
(アドミッション・ポリシー )

大阪産業大学が求める学生は、社会に無欲で
貢献できる人間力溢れた人材です。社会に活
かせる知識と技量を養う意欲のある学生、課
題に自ら取り組む実践力を鍛えたい学生に広
く門戸を開いています。

機械工学専攻
都市創造工学専攻
電子情報通信工学専攻
情報システム工学専攻
環境デザイン専攻
交通機械工学専攻

短期大学部 短期大学部 自動車工学科

デザイン工学部 情報システム学科
建築・環境デザイン学科

経済学部 経済学科
国際経済学科

経営学部 経営学科
商学科

人間環境学部 人間環境学研究科

経営・流通学研究科

経済学研究科

工学研究科

人間環境学専攻

経営・流通専攻

アジア地域経済専攻

文化コミュニケーション学科
生活環境学科
スポーツ健康学科

人間環境学専攻

経営・流通専攻

現代経済システム専攻
アジア地域経済専攻

生産システム工学専攻
環境開発工学専攻

博士前期課程 博士後期課程

教養部

大 　 学

入学者受入れの方針
(アドミッション・ポリシー )

大阪産業大学大学院が求める学生は、社会に
無欲で貢献できる人間力溢れた人材です。社
会に活かせる幅広い専門的な知識と技量を養
う意欲のある学生、課題に自ら取り組む実践
力を鍛えたい学生に広く門戸を開いています。

教育課程編成・実施の方針
（カリキュラム・ポリシー）

大阪産業大学では、本学の教育理念に基づき、
初年次教育、相互に連携した教養教育と専門
教育、学生が段階的に実力を獲得できるように
支援するキャリア教育などを柱として、それぞ
れの学部学科の教育目標にあわせたカリキュラ
ムを編成します。

教育課程編成・実施の方針
（カリキュラム・ポリシー）

大阪産業大学大学院では、本大学院の教育理
念に基づき、各分野における高度な専門知識
の習得を目標に、それぞれの研究科専攻の教
育目標に合わせたカリキュラムを編成します。

学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）

大阪産業大学では、それぞれの学部学科の教
育目的に沿って策定されたカリキュラムに
則って所定の単位を修得し、自ら一歩前に踏
み出す力、考え抜く力、チームで働く力など
の社会人として身につけておくべき能力を備
えた学生に卒業を認定し、学位を授与します。

学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）

大阪産業大学大学院では、それぞれの研究科
専攻の教育目標に沿って策定されたカリキュラ
ムに則って所定の単位を修得し、かつ、必要な
研究指導を受けた上、修士論文（または博士論
文）の審査および最終試験に合格した学生に課
程の修了を認定し、修士（または博士）の学位
を授与します。

工学部は、平成24年4月よりデザイン工学部を新設し、2学部体制で多様な学生を受け入れていきます。また、大学院工学研究科に交通機
械工学専攻を新設します。感性豊かで問題解決のための応用展開能力を持った実践的な人材を養成していきます。

大学ホームページ：http://www.osaka-sandai.ac.jp
卒業生：http://www.osaka-sandai.ac.jp/cgi-bin/cms/target_top.cgi?page=alumnus

大 学 院

工学部 機械工学科
交通機械工学科
都市創造工学科
電子情報通信工学科
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燃料電池自動車、スーパーFJ、乾電池自動車など多数を展示

第7回 大阪モーターショーに大阪産業大学ブース

●「燃料電池自動車」は水素を燃料とし、燃料電池内で水素
と酸素を反応させて変換さ
れる電力で動く自動車で、
排気ガスが発生しない究極
のクリーン自動車です。そ
の開発は2003年に完成さ
れた燃料電池搭載型マイク
ロビークル「FCMV-1」を
ベースに、2005年度には

「FCMV-2」を開発し時速60㎞／ hを達成。2007年にはボディー
サイズを拡大した「FCV-3」を開発して、オーストラリア大陸
3000㎞チャレンジで完走を果たしました。
　展示された燃料電池自動車「OSU-T4」は2011年にトヨタ、ホ
ンダに続き、自動車メーカー以外では初めてとなるナンバープ
レートの取得に成功しました。

●「乾電池自動車」は
「Panasonic」の依頼を受け、
2007年に「市販乾電池を動
力とする世界最速の車」とし
てギネス世界記録105.9㎞／h
に認定されました。今回展示
された自動車は、2011年鈴
鹿サーキットで開催された「第1回 Ene-1 GP KV-40」出場車で、
最先端の複合素材で作られた車体と「充電式単三乾電池」40本で
走行し、クラス優勝を果たしました。

●「レーサー三浦愛（機械工学科4年）」ソーラーカーのドライ
バーも務めた「EXEDYテイクファースト」所属のプロレーサー。今
春に大阪産業大学を卒業しF-1を目指します。

　平成24年1月20日から23日の4日間、大阪南港にあるインテックス大阪で2年に一度開催される「大阪モーターショー」に、大
阪産業大学が進めている「クリーン・エネルギー・ビークル」が多数展示されました。
　インテックス大阪の3号館は、トヨタ／レクサス、ダイハツとの共用ホールで、その中央に設けられた「エコカーと暮らしの
未来ゾーン／学校研究コーナー」と題したブースが大阪産業大学の展示場所となっていました。
　今回展示された多くのビークルは、学生が自主的に取り組む「プロジェクト共育」のもと産学連携で進められているプロジェ
クトで製作されたものです。
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　凡友79号（平成22年10月発行）に同封しましたアンケート
は、総数705名の会員の方々から回答をいただき、年齢構成
は図１のようにほぼ全年齢の会員から回答をいただきました。
比較のため、6年前に行いましたアンケート（凡友66号、平
成16年3月発行）の結果を図2に示します。グラフを見ますと、
50歳を超える方々の割合が大きくなっており、継続して読ん
でいただいているものと感謝しております。
　ご意見としてお書きいただいたコメントを読ませていただき
ますと、凡友が送られてくることを楽しみにされている方が多
くおられることが分かります。また、大学の情報を集約してお
送りしていますので、状況が解りやすいと感想が述べられてい
ます。しかし、ホームページが閲覧できない環境の方々の不
安も同時にあり、今後、凡友の編集方針をしっかりと立ててい
きたいと思っています。（編集部）

　会報凡友は、平成25年3月発行の86号までは、従来通り
の発行形態をとりますが、平成26年度以降は年1回の発行と
なり、ホームページと協調して校友会の情報をお届けします。
　ホームページは速報性を生かし、「校友会からのお知らせ」
をより早くお届けするとともに、「校友会支部の活動情報」、「活
躍する卒業生の紹介」、「大学クラブの応援情報」などを掲載し、

校友会員の皆様の積極的な参加を呼び掛ける情報発信の場と
なります。
　今号にアンケートを同封いたしますので、凡友、ホームペー
ジに関するご要望などございましたら、ご記入し返信していた
だきますようお願い申し上げます。

　凡友の配布については、年齢構成を見ますと特に50歳以上
の方が「従来通り」の配布を望んでおられることが分かります。
しかし66号発行当時と比べ、インターネット環境が充実し、速
報性のあるホームページを支持される方が増加していること
も感じられます。
　今回のアンケートは、新ホームページが公開される前に行
われましたが、下図のように年齢層を問わず、閲覧したいとの
回答が多数あったことからも伺えます。

凡友79号アンケート結果の分析凡友79号アンケート結果の分析

凡友配布について

年齢×凡友発送について 年齢×凡友ホームページ閲覧について

図1-凡友79号 図2-凡友66号

アンケート回答年齢の分布

凡友配信について

20～29
14％

20～29
7％

30～39
22％

30～39
15％

40～49
28％

50～59
28％

50～59
34％

60以上
8％

60以上
25％

印刷物
651

従来通り
63％

配布不要
33％

その他
3％

200 200
161

184

124

92

53

22

115

54

31
13 2

3 5
14
14

2626
32 28

73

101

66

3945

25 2
2 1

3

0

150 150

100 100

50 50

0 0
従来通り 閲覧したい配布不要 興味がないその他 その他

■20歳代
■30歳代
■40歳代
■50歳代
■60歳以上

記述なし
1％

どちらでもよい
405

ネット
149

40～49
19％
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ホームページのみどころ紹介

　校友会のホームページをリニューアルして、早くも一年半近く経ちましたが、
皆さま、ご利用いただいていますでしょうか？　私達は、皆さまにホットな情
報をお届けしようと、学内外の情報収集に励んでいます。今回で３回目のホー
ムページ紹介となりますが、みどころをいくつかご紹介したいと思います。

■現役紹介
　現役紹介には、大きく２種類の記事があります。

　その一つは、クラブやプロジェクト共育などで学生がどのような活躍をしているの

か、なるべくすばやく発信している記事です。例えば、左図上の例ですと「大阪産業

大学ブース in 第 7回大阪モーターショー」という記事があります。開催期間中に現

地で取材と写真撮りをして３日目には左図中の例のようにアップしています。また、

クラブの公式試合などにも積極的に出向いて、なるべく早く記事をアップするように

しています。

　●現役紹介一覧のページ：http://www.osu-koyukai.net/jimukyoku/student/

　一方で、個人やグループで活躍している学生を対象に、校友会事務局に来てもらっ

て「戦歴」や「いま夢中になっていること」、「大学に望むこと」などを取材して記事

をアップしているものもあります。紙面の都合で例示できませんが、フォーミュラ・

スーパーＦＪクラスで日本一を目指して頑張っている、三浦 愛（みうら あい）さん

の紹介記事などもアップしています。

　●三浦 愛さんの紹介ページ：

　http://www.osu-koyukai.net/jimukyoku/2011/11/post-74.html

■支部活動
　左図下は、支部からの新着情報一覧の例です。支部総会が開催されたり支部イベン

トが行われた場合、その活動を支部のWeb担当者から逐次アップされてきます。開

催のお知らせもありますので楽しみです。

　●支部からの新着情報一覧のページ：http://www.osu-koyukai.net/shibu.html

■ＯＢ・ＯＧ紹介
　この企画は、凡友 81号の記事でもご紹介しましたように、全国で活躍されている

会員を紹介することによって、会員相互のネットワークが広がることを期待して記事

の作成を続けています。現在、第９弾まで進みましたが、今後も継続して増やしてい

きたいと考えていますので、多くの皆さまから情報提供していただけることを期待し

ています。また、現役紹介と同様、ホットな話題があった場合はなるべく素早くアッ

プするようにしています。

　●ＯＢ・ＯＧ紹介のページ： http://www.osu-koyukai.net/jimukyoku/ob/

　まだご覧になっておられない方も、ぜひ校友会のホームページに訪れてみて
ください。新たな発見があるかもしれませんよ！

（IT 部　福井義員）

現役紹介一覧の例

現役紹介の記事内容の例

支部からの新着情報一覧の例
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　私が支部長に着任致しまして今回で3回目の支部総会を開催させていた
だきました。
　総合司会の北居副支部長の開会宣言に始まり田中副会長の挨拶、そし
て事業報告と進み、無事総会が終わり懇親会に進みました。
　来賓の兵庫県東支部の山田氏の祝辞に始まり近隣各支部の支部長さん
が多数参加していただきました。今回は皆様に名刺を作成し、各々良き友
人作りを目的とし歓談の折に多数の方々と名刺交換し自分の為又人の為に
成る様に考えました。途中大道芸の竹村君にジャグリングを披露していた
だき参加者が数人やってみるとやはりうまくいかなかったが楽しい一刻を
過ごしました。そろそろ今回の目的で有る良い友人作りの結果として名刺
交換枚数の多かった人よりほしい景品を持って帰ってもらう事にしていたの
で結果発表しました。最高25枚でした。大阪市支部長の川上氏より甲子
園のチケット、北居君の服・ゴルフボール、力石氏のマクド券と多数協力
ありがとうございました。 （支部長　松田　始）

　平成23年京都府支部総会を酷暑の中、クールビズスタイルで開催いた
しました。美内会長を始め近隣の他支部の来賓をお迎えした中、9年の長
きに渡り牽引していただきました西村支部長が相談役に、後任の支部長に
は43年交機卒の白藤中生氏が就任され白藤氏の指名で大幅な役員改正
が行われ承認されました。また、大学より山田教授と現役の学生によるプ
ロジェクト共育「燃料電池ビークル」の成果が発表され、後輩たちの奮闘か
つ活躍に大きな拍手で称賛されました。懇親会ではＯＢと現役学生の交流
がはかられました。懇親会に先立ち笑福亭喬若さんの落語では「独演会を
開ける実力」が披露されました。第3部の懇親会では西村支部長の長年の
労に対し花束と記念品を贈呈しましたが、参加いただいた他支部長よりも
記念品の贈呈をいただき、支部員一同改めて功績を確認いたしました。
これからは白藤新支部長を中心に活動をスタートいたしますが会員の皆様
のご協力ご声援をお願い申し上げます。 （副支部長　市村莞爾）

　今年も恒例の支部総会が別府で開催されました。今回は会員の集まり
が悪く支部総会開催始まって以来メンバーが10人を切ってしまいました。
また、新会員も例年は参加があったのですが今回はそれもなく残念でした。
秋のシルバーウイーク期間中の開催がまずかったようです。次回は会員の
予定を想定した開催日を検討します。只、毎回感心させられる事は九州各
県の支部長が総会に参加してくれる事です。本当に頭が下がります。今後
は校友会本部が推進しています「ＩＴ」化を大分支部も推進し会員相互の連
絡をメールでやり取りし通信費の削減に努める。また一番大事な会員のオ
アシス的な広場をネット上に作ることを早急に作り上げたいと思います。

（事務局　姫野一彦）

　第22回香川県支部総会を、9月18日ニューレオマワールド、ホテルレ
オマの森で開催しました。本部より田中副会長、弓場幹事の出席を頂き、
また愛媛、徳島、大阪市、大阪中・南河内の各支部より代表者の出席を
頂きました。日曜日でもあり家族連れが多く混雑しており、駐車場も遠く
皆さん無事に来られるのかと心配でしたが、定刻に総会を開催できました。
総会は出席者の紹介、会計報告、活動報告等を終え待望の懇親会へと場
所を移動し、ランチバイキング形式としたのでお腹一杯食べてもらえたか
な。いっぱいお話をしていただけたかな。入浴するなどニューレオマを満
喫していただけたでしょうか。今回の参加者は22名、ご家族の方10名、
本部、他支部からの参加者を入れると40名の参加を頂きました。また東
北地方の義援金活動にも協力いただき、ありがとうございました。

（支部長　長田恒久）

大阪中・南河内支部大阪中・南河内支部   99月月44日日 ホテルセイリュウ ホテルセイリュウ 京都府支部京都府支部   99月月1010日日 からすま京都ホテル からすま京都ホテル

大分県支部大分県支部   99月月1717日日 別府ホテル清風 別府ホテル清風 香川県支部香川県支部   99月月1818日日 ニューレオマワールド ニューレオマワールド
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　10月8日　17時より、ご案内いたしておりました鳥取県支部総会が盛
大に開催されました。
　当日、土曜日にも拘わりませず、鳥取県支部校友会会員12名のご参加
をいただき、また、ご来賓として、本部より有田幹事、大阪中・南河内支
部からは松田支部長にご出席いただき、総勢14名にての開催となりました。
　出席者全員での自己紹介の後、報告事項、協議事項共に承認をいただき、
その後、本年度連絡可能な県内校友会員数317名にご案内を発送し その
うち55名の方から返信、及び近況報告、ご意見、励ましのお言葉をいただ
いたことの報告とご披露がありました。平成23年度の活動に貴重なご意見
をぜひ取り入れていきたいと思います。また、今回平成22年度卒の会員の
方からも返信をいただいております。若い校友会員の皆さんが、気軽に参
加していただける日時、場所、催しを考えていきたいと思いますので今年
度よろしくお願いいたします。 （支部長　前田忠雄）

　宮崎県支部の第10回総会を10月1日午後6時より、宮崎市の大淀川河畔「ホ
テルプラザ宮崎」にて開催しました。
　本部より能智支部推進部長を迎え、大分県、長崎県、鹿児島県、沖縄県の
各支部より役員の方4名、支部会員7名での開催でした。昨年は、口蹄疫の発
症により開催できませんでした。久しぶりにお会いする方もいて、再会を喜びま
した。総会は、事業報告、会計報告が承認されました。事業計画では、今後の
開催時期、場所等が議題となり、隣県同士（鹿児島県）と「霧島温泉」辺りで同時
開催してはと提案がされました。出席者が増えない中での前向きの提案に全員
の賛同を得ることが出来ました。支部のない、熊本県、佐賀県、の参加者の募
集もあわせて今後、本部、支部同士の調整・協議になると思いますが、ぜひ実
現したいものです。その後、懇親会に移り、各支部よりいただいた焼酎を飲み
ながら、焼酎談義に華が咲き、親睦を深め合うことが出来ました。当支部総会
に出席いただいた方々、ありがとうございました。 （支部長　三浦剛次）

　今年も例年とおり総会を行い、今年の反省と来年に向けての活動につ
いて討議を致しました。本部からは宮本事務局長が会長のメッセージやＩＴ
関連の説明書を携えて参加し、本部の情報を交えご挨拶をいただき。
　前半は総会資料に基づき支部長挨拶から始まり、議案の承認も無事す
まし、その後宮本事務局長からＩＴ関連の説明を詳しく聞き、その後支部ＩＴ
担当者と話を煮詰め会議を終了しました。その後はＩＴの活用方法など前向
きな楽しい話題で昼食会が盛り上がりました。

（支部長　鈴木規久男）

　2年ぶりに第10回（平成23年度）福岡県支部総会を、10月15日（土）博多の｢竹乃屋、東
比恵店」にて開催しました。校友会本部より宮本事務局長、鹿児島県支部の山本事務局長、
大分県支部の小畑支部長、長崎県支部の栗原支部長の出席をいただきました。美内会長
の挨拶文（代読）を始め大学の近況報告や支部運営、活動について皆様方より貴重な多くの
ご意見をいただき、有り難うございました。また、総会前に宮本事務局長より大幅な予定
時間延長となりましたが、校友会運営のIT化、新しいHPの説明、解説をしていただきました。
　総会議事として、事業報告、会計報告、役員改選などを検討審議し、すべて満場一致承
認可決されました。その後、新鮮な玄海魚料理での懇親会、二次会とおおいに飲んで食べ、
歓談し楽しい時間をすごしました。今回も総会出席者を思わく通りに増やすことが出来ず大
いに残念な結果となりました。これからも気長に少しづつ努力したいと思っております。
　来年の総会は、10月20日(土）に開催予定です。福岡県在住また出身の皆さん、福岡県
支部総会出席とカレンダーへ記入しておいて下さい。一人でも多くの方々が、参加出席さ
れることを期待しております。また、佐賀県、熊本県の皆さん、参加大いに歓迎です。連
絡ください。お待ちしております。 （支部長　石松雅博）

鳥取県支部鳥取県支部   1010月月88日日 セントパレス倉吉 セントパレス倉吉宮崎県支部宮崎県支部   1010月月11日日 ホテルプラザ宮崎 ホテルプラザ宮崎

埼玉県支部埼玉県支部   1111月月66日日 東天紅 大宮店 東天紅 大宮店福岡県支部福岡県支部   1010月月1515日日 竹乃屋、東比恵店 竹乃屋、東比恵店
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　2011年12月11日（日）10時より、学内東部キャンパス13号館１階の
教室で第29回大阪北河内支部総会が行われ、開会宣言の後、三浦支部
長挨拶と田中副会長挨拶、松本副支部長が議長となって、①平成22年度 
活動報告、②平成22年度 会計報告と監査報告、③役員改選、④その他、
について報告と承認が行われました。今回の総会で役員改選があり３名の
役員が入れ替わりました。また、来年度の総会をバスツアーにすることが
三浦支部長より提案され、承認されました。総会・懇親会の参加者は、
総勢82名【会員44名（大阪北河内支部以外の地区13名を含む）、家族38
名（子供13名を含む）】となり、平成卒の会員さん16名の参加があり、子
供も多く賑やかな懇親会となりました。懇親会は、餅つきにはじまり、サ
ザエ・カキ・ホタテの海鮮バーベキュー、タラバ・ズワイの焼きガニとセ
イロ蒸しに大いに満喫しました。 （副支部長　福井義員）

　24回目の支部総会を今年3月12日に開通した九州新幹線の終着駅（鹿
児島中央駅）近くの居酒屋「盛喜」にて、本部から美内会長、井上関東支部
長、九州からは大分、長崎、宮崎の各県代表、当県支部からは8人が出
席して開催しました。
　美内会長の挨拶の後、支部総会の議事に入り活動報告、会計報告、監
査報告などの議案が了承されました。
　一番遠方からお越しいただいた関東支部の井上支部長の乾杯で懇親会
がスタート。屋久島でとれる屋久サバなど地元料理と九州内の支部から差
し入れの麦、芋焼酎などで大いに盛り上がりました。あとは近くのスナッ
クで「のど自慢」の方々のカラオケへ。来年の再会を約束して散会しました。

（支部長　有馬順一郎）

　平成24年1月21日（土）、第11回高知県支部総会を得月楼（映画陽揮楼の
舞台）で開催致しました。本部から田中副会長、宮本事務局長、愛媛県支部
から2名、香川県支部から2名のご出席をいただき、心より感謝申し上げます。
　総会では、会員19名の出席のもと支部長挨拶、田中副会長より美内会長
の挨拶代読、議案の承認も無事可決し、また香川県支部の大久保副会長よ
り在学生を対象に、校友会活動に参加してもらう実施例の発表がありました。
次に、IT部の宮本事務局長より、大阪産業大学校友会HPの概要と支部での
活用（運用）について説明があり、今後、支部として多いに活用していくべき
と会員一同認識を新たにしたものでした。
　その後、懇親会に移り東日本大震災の募金、各人の近況報告、ベク杯で
のお酒を飲むゲーム等で盛り上がり楽しいひと時を過ごし、新たな会員の参
加を期待しつつ、来年度も開催することを約束し閉会しました。

（支部長　濱﨑　勲）

　2012年1月28日（土）午後3時より支部総会を開催いたしました。総会
には美内会長、柴原幹事にも臨席いただき感謝しております。総会に先
立ち、議長に花野氏と書記に嶌崎氏を選出し開式いたしました。出席者、
会員総数111名に対し21名とやや寂しい状況で有りましたが式次第に沿っ
て活発な討議が行われました。平成23年度活動報告および会計報告につ
いては承認され、支部会則変更につきましては一部訂正の上、承認を頂
き支部総会を終了いたしました。
　総会の後、場所を学内のパルフェT・Tに移し、大阪産業大学学長・本
山先生にもご臨席いただき親睦会を開催いたしました。席上、本山学長、
美内会長と柴原幹事と大いに談笑し、学内にいながら落ち着いて話す機
会が少ない校友とも大いに語り合うことが出来、有意義な総会でありまし
た。 （支部長　森川勝吉）

大阪北河内支部大阪北河内支部   1212月月1111日日 学内東部キャンパス 学内東部キャンパス鹿児島県支部鹿児島県支部   1111月月1919日日 創菜 盛喜 創菜 盛喜

高知県支部高知県支部   11月月2121日日 得月楼 得月楼 大 学 支 部大 学 支 部   11月月2828日日 大学16号館2階 パルフェT・T 大学16号館2階 パルフェT・T
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　今年度は大阪市支部が幹事支部となり、近畿地区の大阪泉州支
部、大阪中・南河内支部、兵庫県南支部、兵庫県西支部、兵庫県
東支部、京都府支部、滋賀県支部、井上静也関東支部長が特別参
加、総勢４４名の賀詞交歓会が開催されました。
　乾杯の後、各支部の支部長から、支部の近況や行事予定が報告
され、合わせて支部役員の紹介が行われました。普段は顔を合わ
せることが少ない支部役員ですが、杯を進めながらの交流となり
様々な意見が交換されていました。その中で、奈良県支部の再立
ち上げに向けての案が出され、実現に向けて各支部が協力するこ
となどが話し合われました。次回は兵庫県南支部が担当支部となり、
平成25年1月に開催されます。 （大阪市支部事務局）

近畿地区支部賀詞交歓会
 平成24年1月22日（日）　

お初天神通り「ニューミュンヘン本店」

　２月11日、第10回滋賀県支部総会を本部の田中副会長をはじめ近隣支部
長等多くの来賓にご出席いただき開催いたしました。
　事業報告、会計報告のほか会則改正と役員の改選を承認いただいた後、
今年度は、大学で今学生は何を学んでいるのかをお聞かせいただき、校友
会との絆を深めていこうと考え、「環境文化をどう実現するか　～皆で築く持
続可能な社会について～」と題して花田眞理子教授にご講演いただきました。
　東日本大震災を契機に、特にエネルギー問題を中心に我々の生活を見直
す必要があることを具体的にわかりやすくお話いただき、身近な問題として
理解することができました。
　引き続き懇親会に移り、雪景色の比良山や琵琶湖を見下ろす絶景の会場
で、美味しい料理とお酒で盛り上がり、二次会のカラオケにも多数の方がご
参加いただき親睦を深めました。
　滋賀県支部の皆さん、校友の輪を通してさまざまな人脈が広がります。
未参加の皆様もぜひ次回にはご参加ください。お待ちしています。

(支部長　服部嘉雄)

　南より今年一番の支部総会を1月28日（土）に開催しました。インフルエ
ンザの影響で参加人数が減ってしまいました。はじめに私、具志川より開
会のあいさつ、吉田晋支部長より歓迎のあいさつ、来賓として本部より参
加いただきました能知正雄幹事より大学・校友会の近況報告、長崎県支
部長栗原雄治様より激励のあいさつを受けました。平成23年度活動報告、
収支報告を吉田晋、監査報告を平英哲、平成24年度活動計画（案）を吉
田晋より提案、可決承認されました。総会後、懇親会では自己紹介と学
生時代のエピソードにわきあいあい楽しく時間が過ぎました。二次会もカ
ラオケで大ハッスルでした。終わりに、支部の活動を盛り上げるため、会
員が興味をもち家族と共に参加できる会を考えますので次回は多くの会
員が参加することをお願いして報告といたします。

（事務局　具志川光彦）

　2月8日「日産大阪支部」第2回支部総会が、宮本事務局長、勝幹事ご出席
のもと開催されました。最初に、美内会長よりお祝いのお言葉（代読）を頂き、
校友会活動の近況などについてお話がありました。議事の前、平成22年短
大卒参加者一名紹介があり、一同拍手で歓迎しました。議事に入り、平成
22年度会計報告を承認、役員改選について提案を行い新体制が承認され
ました。また、今後の方向性として、日産だけにとらわれず、メーカー系列、
更には自動車業界全体に門戸を広げ、校友会の輪を広げることも確認され
ました。懇親会では一年振りの再会を喜び、職域支部ならではの和気藹々と
した雰囲気の中、大いに語り合い盛大な内に閉会となりました。毎回思うこ
とですが、支部総会が定例開催され、平素は顔を合わせることがない会員
が一堂に会することが出来るのも、校友会があればこそ感謝の気持ちで一
杯です。最後に平成25年2月6日第2回支部総会での再開を誓い合いました。

（支部長　鮫島好徳）

沖縄県支部沖縄県支部   11月月2828日日 ビーチタワーホテル沖縄 ビーチタワーホテル沖縄 日産大阪支部日産大阪支部   22月月88日日 ブラッスリーライオン大阪 ツイン21店 ブラッスリーライオン大阪 ツイン21店

滋賀県支部滋賀県支部   22月月1414日日 ホテルボストンプラザ草津 ホテルボストンプラザ草津
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体育会
●バスケットボール部
1部昇格
関西学生バスケットボールリーグ戦第2部(9/4 ～ 10/23)10勝4敗
で2位となり、1部昇格が決定。

●女子バスケットボール部
関西女子学生バスケットボール秋季大会(10/22～ 11/6)大谷大に
勝つも2回戦で敗退。

●硬式野球部
阪神大学野球秋季リーグ戦1部(8/28～10/22)に出場。関西外大，
関国大から勝点をあげるも、5勝8敗で5位。

●バレーボール部
全日本大学男子選手権ベスト16
関西大学バレーボールリーグ戦(9/10～ 10/23) 通常リーグ戦6勝
1敗、上位リーグ戦2勝1敗の7勝2敗で準優勝。全日本バレーボー
ル大学男女選手権大会(12/5～ 11)4回戦で日体大に敗れるもベス
ト16。

●サッカー部
関西学生サッカーリーグ1部残留
関西学生サッカーリーグ1部(9/11～ 10/30)、2勝6敗3分で1・2
部入替戦へ、甲南大に1：0で勝利し1部へ残留。

●アメリカンフットボール部
DivⅡで4位
関西学生フットボールリーグ戦DivⅡ(9/11 ～ 11/6)、滋賀大，京
産大に勝利するも2勝3敗で4位。

●スキー競技部
スペシャルジャンプ第6・11位、コンバインド第6・9位
全関西学生サマージャンプ大会(10/8 ～ 9)において、スペシャル
ジャンプ・コンバインド両部門で芝野選手6位、植田選手11位・9位。

●バドミントン部
全日本学生バドミントン選手権大会出場権獲得
西日本学生バドミントン選手権大会(8/26～9/6)、個人ダブルス(男
子)武田-西岡組ベスト64、日本学生バドミントン選手権大会出場権
獲得。関西学生バドミントン秋季リーグ戦（9/12～ 10/22）男子3
部１位で3部残留、女子4部5位。

＜クラブ活動23年度結果報告>
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●柔道部
全日本学生柔道体重別選手権大会ベスト16
関西学生柔道体重別選手権大会(9/4)男子60kg級5位柴田選手、
66kg級6位伊藤選手、7位内田選手、100kg超級7位脇坂選手と
なり、全国学生体重別選手権大会出場権獲得。全日本学生柔道体
重別選手権大会(10/7 ～ 9)男子60kg級ベスト8柴田選手となり、
講道館杯全日本柔道体重別選手権大会出場権獲得。講道館杯全日
本柔道体重別選手権大会(11/12～ 13)では柴田選手は60kg級ベ
スト8。

●弓道部
女子4部に昇格
関西学生弓道リーグ戦(9/18 ～ 11/23)男子2部頑張るも5位とな
り3部降格。女子3勝0負で5部1位となり4部に昇格。

●ゴルフ部
関西学生男子秋季2･3部校学校対抗戦2位
関西学生男子秋季2･3部校学校対抗戦(9/1 ～ 2)トータルスコア
617で2部2位。朝日杯争奪日本女子学生ゴルフ選手権大会(10/27
～ 28)小猿選手35位ﾀｲ。文部科学大臣杯争奪全日本大学･高等学
校ゴルフ対抗戦(11/22～ 23)田中選手31位ﾀｲ。

●サイクリング部
四車連対抗自転車競技大会上位入賞
四車連対抗自転車競技大会(11/20)岩指選手がポイントレース3
位、ケイリン3位、チーム･パーシュート2位。

●テコンドー部
各階級で優勝・準優勝
全日本テコンドー選手権大会西日本地区大会(10/2)、男子・女子
共に各階級で優勝・第3位となり、全日本テコンドー選手権大会出
場権獲得。

●空手道部
全日本大学空手道選手権大会団体男女ともベスト16
関西学生空手道トーナメント（9/11）シニアクラス・個人組手田代
選手ベスト8。全関西大学空手道選手権大会(10/2)女子団体組手
ベスト16位。全日本大学空手道選手権大会(11/20)男子団体組手
ベスト16、女子団体組手ベスト16。

●体操同志会
関西学生体操新人選手権大会(11/12～ 13)前田選手11位、辻選
手16位。

●ソフトボール部
関西学生ソフトボール秋季リーグ戦(10/2～ 11/6)3部で1勝3敗と
なり3位。

●剣道部
全日本学生大会に出場決定
関西学生・女子学生剣道優勝大会
(9/11)、男子は3回戦で天理大に
敗退するも団体は全日本学生剣道
優勝大会へ出場決定。女子は3回
戦で関学大に敗退。全日本学生剣
道優勝大会(10/23)では福工大に
1-2で1回戦敗退。関西学生剣道
新人大会(11/23)男子団体ベスト
16位、女子個人水森ベスト16位。

●アーチェリー部
関西学生アーチェリー新人戦(10/16)、30mWで19位、28位、
63位。

●男子硬式庭球部
関西学生テニスリーグ戦3部残留
関西大学対抗テニスリーグ戦(9/7 ～ 18)3部で5位となる。関西学
生テニスリーグ戦3部・4部入替戦(10/9)5-4で龍谷大に勝3部残留。

●女子硬式庭球部
関西大学対抗テニスリーグ戦2部昇格
全日本学生テニス選手権大会(8/25～ 9/4)女子ダブルス・シング
ルス一回戦敗退。
関西大学対抗テニスリーグ戦(9/7 ～ 18)3部で1位となり2部に昇
格。
国民体育大会(10/2 ～ 5)に楳田選手が大阪代表として女子シング
ルスに出場。
九州ハードコートテニス選手権大会(12/5 ～ 9)鈴木選手女子シン
グルスでベスト16。

●少林寺拳法部
全日本4位・ベスト12、関西学生新人大会優勝・準優勝
全日本学生大会(11/6)組演武男女二段以上の部眞鍋－倉松組４位、
男子三段以上の部高橋－米岡組決勝進出・三人掛けの部赤木－鳥越
－貫代組決勝進出・単独演武　段外の部奈良選手決勝進出しベスト
12。
関西学生新人大会(12/18)組演武男子三段以上の部前田－田淵組3
位、佐藤－松本組4位、大本－米岡組ベスト12、女子二段以上の部
上野－倉松組2位、男子二段の部舟川－高橋組6位、男子段外の部
奈良－森田組2位、単独演武男子有段の部松本選手1位、女子有段
の部伊藤選手5位、男子段外の部大田選手ベスト12となり、大学総
合3位。
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受験適齢期の子女がおられる校友会会員のみなさまへ受験適齢期の子女がおられる校友会会員のみなさまへ

平成24年度　校友会スケジュール 校友会活動報告 （H23.10.1 ～ H24.3.19）

※開催日未定支部：岡山県、愛媛県、兵庫県西、奈良県、和歌山県、
大阪中・南河内、三重県、関東、福井県、鳥取県、
広島県、大阪市、北海道、埼玉県、台湾、韓国、
静岡県、中国

子女には受験・入学の優遇制度があります。大いに活用をおすすめします。
平成25年度入試（平成24年11月～平成25年3月）の詳しい内容が決まるのは5月の予定です。

参考）平成24年度入試の内容は下記の通りでした。

子女入試・受験料免除特典を申請の際は、願書提出前に必ず校友会事務局にご連絡ください。
※事前の手続きがない場合は、優遇制度が適用されませんので、ご注意ください。

1.受験料免除（すべての入試に適用されます。）
校友会長が発行した書面を願書に添付する。

※摘要回数に制限はありません。

2.卒業生子女特別入学試験
（1）募集定員と結果

（2）出願資格
次の各項に該当する者
①本学への入学を特に希望する者
②本学の卒業生の子女（子女とは、孫、子または兄弟姉妹）
③高等学校を平成24年3月卒業見込みの者
④高等学校調査書の全体評定平均値が「3.0」以上の者

（3）選考方法
小論文と面接

（4）校友会からの特典
受験料（大学35,000円・短大30,000円）の還付と入学祝金
（100,000円）を贈ります。

●校友会事務局までお問い合わせください。
フリーダイヤル 0120-84-3040

FAX  072-875-0398

学 部 学 科 定 員 受験者 合格者

人間環境学部 文化コミュニケーション学科 5 0 0
生 活 環 境 学 科 5 0 0

経 営 学 部 経 営 学 科 5 0 0
商 学 科 5 0 0

経 済 学 部 経済学科・国際経済学科 6 3 3

デザイン工学部 情 報 シ ス テ ム 工 学 科 2 0 0
建築・環境デザイン学科 2 0 0

工 学 部 

機 械 工 学 科 2 0 0
交 通 機 械 工 学 科 2 0 0
都 市 創 造 工 学 科 2 1 1
電 子 情 報 通 信 工 学 科 2 0 0

短 期 大 学 部 自 動 車 工 学 科 2 0 0
総　合　計 40 4 4

校友会から校友会からののお知らせお知らせ

平成23年
10月 1日（土） 宮崎県支部総会（ホテルプラザ宮崎）
 8日（土） 鳥取県支部総会（ホテルセントパレス倉吉）

15日（土） 福岡県支部総会（竹乃屋 東比恵店）
22日（土） 編集部会（梅田サテライト）
22日（土） 改革検討委員会（梅田サテライト）
22日（土） 運営部会（梅田サテライト）
22日（土） 幹事会（梅田サテライト）

11月 4日（金）～ 6日（日）　校友会テント（阪駒祭）
 5日（土） 編集部会（大学本館9階会議室）
 6日（土） 埼玉県支部総会（東天紅 大宮店）

19日（土） 鹿児島県支部総会(創菜 盛喜）
26日（土） 改革検討委員会（梅田ハービスプラザ）
30日（水） 次期役員選出管理委員会（校友会事務室）

12月   9日（金） 編集部会（校友会事務室）
10日（土） 幹事会（芦屋技術研修センター）
11日（日） 大阪北河内支部総会（大学 弓道場前）

平成24年 
1月 7日（土） IT部会（梅田サテライト）

 7日（土） 改革検討委員会（梅田サテライト）
 7日（土） 幹事会（梅田サテライト）

14日（土） 広報事業部会［4月より発足］（梅田サテライト）
21日（土） 高知県支部総会（得月楼）
28日（土） 沖縄県支部総会（ビーチタワーホテル）
28日（土） 大学支部総会（大学パルフェ TT）

2月 4日（土） 運営事業部会［4月より発足］（梅田サテライト）
 4日（土） 改革検討委員会（梅田サテライト）
 4日（土） 幹事会（梅田サテライト）
 8日（水） 編集部会（校友会事務室）
 8日（水） 日産大阪支部総会（ブラスリーライオン ツインビル店）

11日（土） 滋賀県支部総会（ホテルボストンプラザ草津）
14日（火） IT部会（梅田サテライト）
18日（土） 産大高同窓会との懇親会（東天紅）
21日（火） 編集部会（校友会事務室）

3月 3日（土） 静岡県支部総会（ウイスタリアンライフクラブ宇佐美）
10日（土） 幹事会（大学16号館3階会議室）
11日（日） 関東支部総会（芝弥生会館）
19日（月） 学位授与・卒業式

平成24年

4月  1日(日） 入学宣誓式

14日(土） 平成23年度会計監査

21日(土） 第1回幹事会

22日(日） 徳島県支部総会

5月12日(土） 第2回幹事会

12日(土） 大阪泉州支部総会

26日(土） 臨時幹事会

26日(土） 第69回代議員会

27日(日） 第2回支部長懇談会

6月  3日(日） 富山県支部総会

9日(土） 長崎県支部総会

9日(土） 兵庫県北支部総会

16日(土） 第3回幹事会

7月　1日(日） 兵庫県東支部総会

14日(土） 第4回幹事会

8月25日(土） 兵庫県南支部総会

9月　8日(土） 京都府支部総会

8日(土） 香川県支部総会

9日(日） 大阪北河内支部総会

9日(日） 新潟県支部総会

（予定） 第23回ゴルフ大会

15日(土） 第5回幹事会

22日(土） 大分県支部総会

29日(土） 9月期学位授与・卒業式

10月13日(土） 第6回幹事会

20日(土） 福岡県支部総会

11月  2日(金）～4日(日）　大学祭

10日(土） 鹿児島県支部総会

10日(土） 宮崎県支部総会

17日(土） 第7回幹事会

12月  8日(土） 第8回幹事会

平成25年 

1月12日(土） 沖縄県支部総会

26日(土） 第9回幹事会

（予定） 大学支部総会

（予定） 高知県支部総会

2月  6日(水） 日産大阪支部総会

16日(土） 第10回幹事会

（予定） 滋賀県支部総会

3月16日(土） 第11回幹事会

19日(火） 学位授与・卒業式
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会員データ （平成24年2月1日現在）
お 悔 や み  以下の方がお亡くなりになりました。心からご冥福をお祈りいたします。

元 事務職員
東　芝　　　立 氏 　（S38交短自）

熨　斗　成　憲 氏 　（S44交機）　
藤　原　晶　康 氏 　（S46土木）　
中　村　康　廣 氏 　（S47土木）　
山　田　英　隆 氏 　（S47土木）　
舟　越　博　文 氏 　（S48土木）　
秋　保　善　伸 氏 　（S49土木）　
吉　井　理　泰 氏 　（S50経営）　
関　　　光　雄 氏 　（S56土木）　
西　　　孝　雄 氏 　（S59経営）　
鵜　飼　弘　治 氏 　（H 4電電）　

編集後記 次年度から従来の「編集部」「IT部」が統合され、
新たに「広報事業部」として活動いたします。情報発信の部門とし
て、ホームページの速報性を生かした情報提供と、じっくり読ん
でいただける「凡友」の編集方針を検討しています。「凡友」につ
きましては従来通りとの希望も多く寄せられていますが、それぞ
れにマッチした情報を提供させていただく予定です。ご意見、ご
感想などございましたら遠慮なくお寄せください。　　（編集部）

●物故者数………………642名
●住所不明者数…… 20,578名
●連絡可能会員数… 58,133名

●卒業生数………… 81,344名
●重複卒業生数……… 1,991名
●会員数…………… 79,353名

●案内状ご希望の方は、事務局まで●
恒例のゴルフ大会は、今年も9月頃開催の予定です。
案内状ご希望の方は、校友会事務局へご連絡ください。
案内状ができ次第、送付いたします。

校友会・代議員、支部長各位

「第69回代議員会」
「第2回支部長懇談会」

開催のお知らせ
平成24年度の「第69回代議員会」は、今年度
の決算、次年度の予算審議を行います。
下記の日程で開催します。

日程：平成24年5月26日（土）　代議員会
 27日（日）　支部長懇談会
場所：ユニトピアささやま

※ これまで、毎年行われてきました一般会員対象の「懇親パー
ティ」は、今年度は実施いたしません。今後は、5年または
10年毎の開催予定です。次回開催が決まりましたら、凡友
および校友会ホームページでお知らせします。

住所変更の場合など、校友会事務局にご連絡ください。

　最近、校友会会報「凡友」をお送りしても、宛先不明で戻っ
てくる割合が増加しております。ご自身の転居、住居表示の
変更、お名前の変更などの場合は、校友会事務局に封書・
はがき・ＦＡＸ・メール・電話等でお知らせください。校友会のホー
ムページからも登録・変更ができます。（トップページの右側にあ
る「卒業生の会員登録・住所変更フォーム」から、所定の事項
を入力し、送信してください。）
　また、ご自身でなく、友人・知人で「凡友」が届いていない
という方にも、ぜひお伝えください。
　「凡友」はあなたと大阪産業大学校友会をつなぐ大事な
“絆”です。きちんと届くように会員登録をお願いします。

※事務局の連絡先は裏表紙をご覧ください。

校友会会員の皆様へ

ゴルフ大会参加者募集ゴルフ大会参加者募集

3日間

大学祭「阪駒祭」
開催日のお知らせ
2012年
11月2日（金）～4日（日）
今年の「阪駒祭」は、上記の日程で開催されます。

産大名物「校友会テント」
　大学祭開催期間中、野外ステージ近くに「校友会テン
ト」を設置。飲み物や軽食を無料サービスします。
ご友人、ご家族連れでお越しくださいね！

恒例の大学主催「ホームカミングデー」は、開催日程が決ま
り次第、大学のホームページに掲載されます。お楽しみに！

InformationInformation

（平成 24年 2月8日現在）

大阪産業大学 検 索



　　　　　校友会支部一覧（設立順） 平成24年2月1日現在
支　部　名 支 部 長 事務局（連絡先） メールアドレス

岡 山 県 支 部 堀野　宏樹 TEL.086-275-4364 jimukyoku@osu-okayama.net

香 川 県 支 部 長田　恒久 TEL.0875-56-6157　大久保一志 jimukyoku@osu-kagawa.net

大 学 支 部 森川　勝吉 TEL.072-875-3001　大阪産業大学内　 jimukyoku@osu-daigaku.net

愛 媛 県 支 部 古瀬　卓夫 TEL.089-966-6184　渡辺計 jimukyoku@osu-ehime.net

大 分 県 支 部 小畑　京治 TEL.097-593-1606　姫野一彦 jimukyoku@osu-ooita.net

兵 庫 県 西 支 部 伊藤　茂男 TEL.0792-92-4164　（株）イトデンエンジニアリング内 jimukyoku@osu-hyogonishi.net

高 知 県 支 部 濱崎　　勲 TEL.0887-54-5215 jimukyoku@osu-kochi.net

大阪北河内支部 三浦　政治 TEL.072-884-4583 jimukyoku@osu-kitakawachi.net

奈 良 県 支 部 森田富士男 TEL.0742-24-5903 jimukyoku@osu-nara.net

和 歌 山 県 支 部 山西　義彦 TEL.073-487-3356 jimukyoku@osu-wakayama.net

大阪中・南河内支部 松田　　始 TEL.06-6746-0014　今村彰隆 jimukyoku@osu-nakakawachi.net

長 崎 県 支 部 栗原　雄治 TEL.095-838-2063　（有）平尾ダンボール jimukyoku@osu-nagasaki.net

三 重 県 支 部 森河　孝弘 TEL.0599-55-3617 jimukyoku@osu-mie.net

関 東 支 部 井上　静也 FAX.045-941-5202 jimukyoku@osu-kanto.net

新 潟 県 支 部 内山　義雄 TEL.0258-82-1212 jimukyoku@osu-niigata.net

福 井 県 支 部 早瀬　俊雄 TEL.0770-27-1610 jimukyoku@osu-fukui.net

鳥 取 県 支 部 前田　忠雄 TEL.0859-26-1803　田村謙介 jimukyoku@osu-tottori.net

広 島 県 支 部 重見　　定 TEL.0826-46-7011 jimukyoku@osu-hiroshima.net

大 阪 市 支 部 川上　清治 TEL.06-6652-5675　高見新一 jimukyoku@osu-osaka.net

鹿 児 島 県 支 部 有馬順一郎 TEL.099-256-7403　山本誠也 jimukyoku@osu-kagoshima.net

北 海 道 支 部 浜田　修平 TEL.0138-57-9126 jimukyoku@osu-hokkaido.net

日 産 大 阪 支 部 鮫島　好徳 TEL.06-6659-0835 jimukyoku@osu-nissan.net

福 岡 県 支 部 石松　雅博 TEL.092-681-1295 jimukyoku@osu-fukuoka.net

兵 庫 県 南 支 部 赤田　　護 TEL.078-907-6063　西山均 jimukyoku@osu-hyogominami.net

宮 崎 県 支 部 三浦　剛次 TEL.0982-50-1200　(有)あんしん保険企画 jimukyoku@osu-miyazaki.net

徳 島 県 支 部 津川　　茂 TEL.088-687-0136　芝野光 jimukyoku@osu-tokushima.net

埼 玉 県 支 部 鈴木規久男 TEL.042-958-2854　高橋正秋 jimukyoku@osu-saitama.net

兵 庫 県 北 支 部 岸本　隆男 TEL.0796-55-0997　柴田巧 jimukyoku@osu-hyogokita.net

京 都 府 支 部 白藤　中生 TEL.075-761-2366　（株）川端自動車工業所内　大石忠 jimukyoku@osu-kyoto.net

大 阪 泉 州 支 部 林田　慶弘 TEL.072-227-1351　高野悦治 jimukyoku@osu-senshu.net

台 湾 校 友 会 魏　　敏智 TEL.886-22-235-7835 jimukyoku@osu-taiwan.net

韓 国 総 同 門 会 崔　　範一 TEL.82-2-2202-6220　洪義晶 jimukyoku@osu-korea.net

滋 賀 県 支 部 服部　嘉雄 TEL.077-589-2238 jimukyoku@osu-shiga.net

兵 庫 県 東 支 部 山田　卓雄 TEL.0798-67-6675　黒川俊広 jimukyoku@osu-hyogohigashi.net

沖 縄 県 支 部 吉田　　晋 TEL.098-974-7540　具志川光彦 jimukyoku@osu-okinawa.net

静 岡 県 支 部 蜂須賀廣志 TEL.054-629-0400　リードシステム（株）　亀沢隆 jimukyoku@osu-shizuoka.net

中 国 校 友 会 曹　　昱亮 TEL.13902077007　 jimukyoku@osu-china.net

富 山 県 支 部 針原　英喜 TEL.0765-54-1377　朝倉秀芳 jimukyoku@osu-toyama.net

発  行  日 平成24年3月15日　
編集･発行 大阪産業大学校友会  〒574-8530 大東市中垣内3－1－1
フリーダイヤル 0120－84－3040
Ｔ　Ｅ　Ｌ 072－875－3040（直通） 072－875－3001（内線7730）
Ｆ　Ａ　Ｘ 072－875－0398
制作・印刷 （株）廣済堂　〒560-8567　豊中市蛍池西町2-2-1　
 TEL06-6855-9241
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